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２００１年３月期 決算概観（連結）

売上面では､医療用医薬品が国内及び海外とも堅調に推移し、売上高５５８億３２百万円（前年
比５.８％増）の過去最高となった。 利益面では､売上高の増加などにより、経常利益は９７億円
（前年比１１.３％増）となったものの、当期純利益は特別損失に退職給付会計基準の導入に伴う会
計基準変更時差異として３１億円を計上したため、２９億円（前年比３１.５％減）となった。
　 来期は ガチフロキサシンの輸出増、新薬上市（キプレス）などの要因により、売上高５９４億円
（前年比６.４％増）、経常利益 ９５億円（前年比２.９％減）、当期純利益 ３２億円（前年比８.４％増）
を見込む。

売上面では､医療用医薬品が国内及び海外とも堅調に推移し、売上高５５８億３２百万円（前年
比５.８％増）の過去最高となった。 利益面では､売上高の増加などにより、経常利益は９７億円
（前年比１１.３％増）となったものの、当期純利益は特別損失に退職給付会計基準の導入に伴う会
計基準変更時差異として３１億円を計上したため、２９億円（前年比３１.５％減）となった。
　 来期は ガチフロキサシンの輸出増、新薬上市（キプレス）などの要因により、売上高５９４億円
（前年比６.４％増）、経常利益 ９５億円（前年比２.９％減）、当期純利益 ３２億円（前年比８.４％増）
を見込む。
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6.4％１．０２5.8％55,83252,77646,93247,179売上高
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２００１年３月期 業績の状況（単体）
＜当期のポイント＞

　売上高 　５４,６７１百万円　（＋３１億円）
＜国内医療用医薬品＞　　　　　　　　　　　 （＋１４億円）
　・薬価改定（当社改定率５．８％）の影響はあったものの既存品の
　　売上減は予想以上に少なく主力３製品は堅調。
　・新薬（ケタス点眼液、ミロル点眼液）上市と共同開発･販売の
　　契約一時金収入（ガチフロ錠、ＫＲＰ－１９７）により増収。
　　　ムコダイン１５５→１６１
　　　ケタス　　 ７１→　７５
　　　ペンタサ 　 ３３→　４０
　　　新薬　　　　　　２→　　９
＜海外医療用医薬品＞　　　　　　　　　　 （＋１７億円）
　・ガチフロキサシンの輸出が予想以上に増加。
　 　 ガチフロ　　２７→ ５５　
＜その他＞ 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　（±　０億円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：百万円

２,８００４,１９４当期利益

９,５２４８,５９５経常利益

８,９８０８,４９５営業利益

３,１６６３,２３６その他

８,６４６６,９００海外医療用

４２,８５８４１,３８１国内医療用

５４,６７１５１,５１８売上高

０１年３月期００年３月期

　営業利益　８,９８０百万円　（＋　４億円）
経常利益　９,５２４百万円　（＋　９億円）

　 ・売上原価率は０．６ポイント上昇，販管費率０．５ポイント減少。　
　 ・営業外収益の増加と営業外費用の減少により経常利益率は
　　１７．４％と０．７ポイント上昇

　　当期利益　２,８００百万円　（▲１３億円）
　　退職給付債務を２００１年３月期より償却（３１億円）

　　　・積立不足額　 ９５億円

　　　・償却年数　　　３年（２０００年度～２００２年度）

　　　・割引率　　　　 ３．０％ ２



２００２年３月期 業績の見込み（単体）
＜今期のポイント＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：百万円

３,０００２,８００当期利益

９,３００９,５２４経常利益

８,９００８,９８０営業利益

３,５００３,１６６その他

１０,２００８,６４６海外医療用

４４,４００４２,８５９国内医療用

５８,１００５４,６７１売上高

０２年３月期

見込み

０１年３月期

実績

売上高　 ５８,１００百万円　 （＋３４億円）

＜国内医療用医薬品＞　　　　　　　　　 （＋１５億円）
　 ・新製品上市（キプレス ２２億円）により増収の見込み

＊尚ガチフロ錠は上市時期が確定されないため予想には
　　入れていない

＜海外医療用医薬品＞　　　　　　　　　 （＋１５億円）
　 ・ガチフロキサシンは今期８１億円と大幅な増収の見込み

＜その他＞　　　　　　　　　　　　　　　 （＋　３億円）
　 ・ミルトンの売上拡大を見込む 　　

３

　 営業利益 ８,９００百万円 （±　０）

　 経常利益 ９,３００百万円 （▲２億円）

　・経常利益率は１６．０％と１．４ポイント低下
　 原価率上昇の理由

　　・契約一時金収入を見込まない
　　販管費上昇の要因
　　・キプレスの初期マーケティング費用の投資
　　・ＭＲ増 ５０名による諸経費の増加
　　・年金運用差損等（数理差異）の償却（約３億）
　　　　差異金額：２８４６百万円

　　　　償却年数：１０年定額

当期利益 ３,０００百万円 （＋２億円）

配当 １５．００円の予定　　　　



シェリング・プラウ社とコ・プロモーション
開始　２０００年３月

　　上市　　　　上市　　　　　ＰｈⅡ／Ⅲ　　 　アラガン社　　導出検討中
　　（１９９９年１２月）　　　　　　　　　　　　　　　 ＰｈⅢ　　　

米国
　

ＢＭＳ社

　申請中
（２００１年後半）

欧州

グリュネンタール社

大日本製薬と共同販売契約締結
２０００年１２月

　　　申請中　　　　　ＰｈⅠ　　　上市後　　　　　千寿製薬　　 準備中
( ２００１年度下期　　　　　　 　着手予定　　　　　 ＰｈⅢ　　　　　　　　　　　
～２００２年度上期
　上市予定)

日本
　

杏林製薬

提　　携
　　　　　　　　　　　　　　上　市　予　定

　　　　錠剤　　　　 注射　　　　小児適応　　 　点眼　　　 　 点耳

地域
（販売企業）

主要開発品　ガチフロキサシン（１）全体像

４



主要開発品　ガチフロキサシン（２）国内の状況

参考資料　市場規模（経口抗菌剤）

　キノロン剤　計

　　約７３０億円

クラビット　　６５％

オゼックス　 ８％

タリビット　　　６％

２０００年度

２４％

その他
　１０％

約３０００億円

キノロン剤

セフェム剤
　　４４％

マクロライド剤
　２２％

系統別シェア

出典：杏林製薬

１）上市予定

　　　　　２００１年度下期ないしは２００２年度上期

　　　　 　【理由】２００２年４月に薬価改定が予想され、２００１年度通常２月の薬価収載が
　　　　　　　　　　　４月にずれ込むため（制度的問題）

２）売上目標

　　　　　キノロン剤市場のトップシェアーを目指す

　　　　　※大日本製薬との共同販売による（共同販売契約締結　２０００年１２月）

目標

大日本製薬との併売により

５

トップシェアｰ



主要開発品　ガチフロキサシン（３）海外の状況

参考資料

１）海外発売国及び上市予定

　　　　発売国 ： １１ヶ国　米国、メキシコ、プエルトリコ、ブラジル、アルゼンチン、タイ、シンガポール、
　　　　　　　　　　　　　　　 オーストラリア、フィリピン、南アフリカ、カナダ

欧州　１９９９年度（注射剤含む）

２）輸出の状況

　　９９．３　　　　　　００．３　　　　　　０１．３　　　　　０２．３見込み

輸出合計　　　　　　　　　４８　　　　　　　　６９　　　　　　　　８６ １０２

ガチフロ　　　　　　　　　　 ０　　　　　　　　２７　　　　　　　　５５　　　　　　　　８１

単位：億円

テクイン　－トピックス－

ＵＳでの新規処方箋枚数

２５０万枚突破スピード記録達成！

（期間：’９９．１２～’０１．３）

＊ＵＳキノロン剤でのレコード　

系統別シェア

出典：杏林製薬
ＵＳ　１９９９年度（注射剤含む）

約８６００ｍｉｌ＄

２４％

キノロン剤

セフェム剤
　２９％

マクロライド
　　１９％

その他
２８％

９．２％

約６５００ｍｉｌ＄

キノロン剤

米国
ＢＭＳ社　’９９年１２月上市
※シェリング・プラウとコ・プロモーション（２０００年３月）

欧州
グリュネンタール社　’９９年１２月承認申請
２００１年後半上市見込み

６



主要開発品　－キプレスの状況－

２）売上高予想

参考資料
　メルク社売上高

　　１９９８年　　　　　　１９９９年　　　　　　２０００年

売上高　　　　　 １４３　　　　　　　 　５００　　　　　　　 　８６０

発売国　　　　 新発売　　　　　　　　　　　　　　　現在世界７４カ国発売

単位：mil＄

市場性
初年度
キプレス売上高予想

２２億円

１）上市見込み

　　５月１８日　医薬品第一部会
　　８月　　　　薬価収載を期待

ピーク時目標値

シェア１５％
（抗アレルギー剤）

出典：杏林製薬

抗喘息剤計
約１５００億円

抗アレルギー剤
　　約４７％
　ＬＴ拮抗剤
　 　約３４％

抗アレルギー剤計

　　約７００億円

オノン　　　 ３４％

インタール　１３％

ザジテン　　　８％

７



　　　　　　　　　　　ﾐｯｸ　　　　ｾﾞﾛﾌｧｲﾌﾞ　　　　　　

キョーリンＭＩＣ－’０５計画
　　　　　　　　　　　ﾐｯｸ　　　　ｾﾞﾛﾌｧｲﾌﾞ　　　　　　

キョーリンＭＩＣ－キョーリンＭＩＣ－’’０５計画０５計画

中期経営計画



　　環境の変化に柔軟に対応するために，従来の保守的な考え，
　　行動を破壊し，スピードあるスリムな企業体質への変革を
　　目指したステージ

ＭＩＣ－’０２計画は「破壊」のステージ

７０年の伝統ある
キョーリン

古き保守的な考え方，
行動の破壊

８



４つの破壊

自前主義の破壊

過度の財務安定性維持の
破壊

総合型の破壊

プロダクト・アウトの破壊
（造ったものを売る）

・積極的な提携の推進　　　　　　　　　　　　　　
（共同開発，共同販売，物流のｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ）

・資本効率性重視

・必要な事業への積極的な投資　　　　　　

（ﾐﾙﾄﾝ，ﾋﾞｽﾄﾅｰ，ﾋﾞｽﾄﾅｰﾌｧﾝﾄﾞ）

・得意領域への集中化（ＦＭ戦略）

・マーケット・インへの転換（ＦＣ）　　　　

（ｷﾌﾟﾚｽの導入，眼科領域の販売委託）

　　　　保守的考え方・行動の破壊と　　　

　スピードあるスリムな企業体質への変革

９



MIC-’０５計画は新しいキョーリンへの「進化」のステージ

スピードあるスリムな企業体質を基盤に新しいキョーリン像を創造

そこに向け進化するステージ

７０年の伝統ある

　 キョーリン

破壊

MIC-’02 進化

MIC-’05

新しいキョーリン

　スピードあるスリムな

　　　　企業基盤

１０



目標とする「新しいキョーリン」とは

　　　　　新しい企業像

「ＦＭ領域において国際的な創薬力を有する新薬開発型企業」

　当社の得意とするＦＭ領域の創薬機能に重点投資を行い

　効率良く新薬シーズを創出すると共に、アライアンス戦略を

　組合せた国際的新薬開発に挑戦する。

１１



キャッシュフローの極大化

創薬への再投資

FM領域の
創薬分野

重点的投資重点的投資

有望な
開発品
の創出

ア

ラ

イ ア

ン

ス国内外
有力企業

国内外

有力企業

　国内外

有力企業

国際的
　新薬

アライアンス戦略を組合せた国際的新薬開発

国際的新薬

有望な
開発品
の創出

有望な
開発品
の創出

有望な
開発品
の創出

国際的
　新薬

スピーディーな新薬開発 販売の極大化 効率的な海外展開 クロス品の確保

１２



MIC-’０５計画の基本骨格

国際的な競争力を持った創薬力の強化のため集中的な資源投下を行う
（２００６年３月期　Ｒ＆Ｄ投資１５０億円）

その創薬開発コストを生み出すため

「事業の集中化」，「外部資源の有効活用」，「生産性の向上」

に取り組み，効率経営ｼｽﾃﾑを構築する。

創薬投資を生み出せる効率経営

　国際的な
競争力のある

創　薬　力

事業の集中化 外部資源の有効活用 生産性の向上

ＦＭ戦略の推進 アライアンス戦略の
推進

ローコストオペレーション戦
略の推進

数値目標 (’06年3月期）

　Ｒ＆Ｄ費：１５０億円

　売上：１０００億円

　経常利益率：２５％

　人員：１７００名

　一人当り生産性：

　約６０００万円／年

１３



基本戦略１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「国際的な競争力のある創薬モデルの確立」に向けて

１．重点研究領域

　　「感染症（ｷﾉﾛﾝ，合成抗菌剤，新規領域抗菌薬）」，「免疫・アレルギー（PDE研究）」，

　　「代謝性疾患（PPAR関連研究）」

２．自社のコアテクノロジー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　・メディシナルケミストリー（高レベルな合成技術，分子設計技術，コンビケム技術等
　　　を用いた候補化合物の最適化）に人的資源と技術導入を図る

３．外部研究機関とのネットワーク　

　　・プロテオミクス研究，バイオインフォマティクス技術の共同研究

　　・日米欧の先端テクノロジーとの創薬ネットワークの構築（ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大学連合等）

　　・バイオベンチャー投資

自社創薬研究 対 外部共同／委託研究比率　　１：１

１４



創薬モデルのイメージ　

リード化合物の最適化ターゲットの特定／リード化合物の探索

日米欧ベンチャー企業

創薬ネットワーク：情報収集、評価
（含キョーリンＵＳＡ、ビストナー，B.H.ファンド等）

創薬研究所

コア技術：メディシナルケミストリー

重点研究領域：感染症、

　　　　　　免疫・アレルギー、代謝性疾患

杏林製薬

スコットランド研究所

日米欧最先端研究機関

(サテライト研究所）

：

共
同
研
究

投
資

創
薬
シ
ー
ズ

自社創薬研究 対 外部共同／委託研究比率　　１：１
１５



基本戦略２　「創薬開発コストを生み出す効率経営」
（１）事業の集中化　ＦＭ戦略

１．顧客の重点化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　 「呼吸器内科」，「耳鼻科」，「泌尿器科」　　

　ＦＣ３科へ営業資源を集中化させ医療関係者や患者との確固たる信頼関係を築く

２．ＦＣ戦略目標

　 ①ＦＣ３科売上 ４２％⇒７０％　（国内売上高比率 年平均２０％の伸長）

　②ＦＣ３科のシェア　１％⇒２．７％　（３倍） 　
　 　耳鼻科領域ではシェアＮｏ．１メーカーを目指す

　 ③ＦＣ３科登録医師（約６万人）の１００％訪問を目指す

　 ④ＭＲ６５０名体制とＦＣ領域専門性の高いＤＩ力を有したＭＲの育成
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基本戦略２　「創薬開発コストを生み出す効率経営」　　　　　　
（２）外部資源の有効活用　アライアンス戦略

１．販売効率の極大化を目指した提携強化

　 ①ＦＣ領域への製品ライン強化（ﾗｲｾﾝｼﾝｸﾞ，余剰ｷｬｯｼｭを活用した製品導入）　　

　　 ・ 開発品の手薄な耳鼻科，泌尿器科領域でのＰｈⅢ～申請／上市品について重点的な

　　 導入評価／検討

　 ②ＦＣ領域外商品への販売提携／委託／品目整理

　 ③売上の極大化を図る販売提携の推進

２．研究提携の推進による新薬開発のスピードアップ

　 ①海外導出による新薬開発のスピードアップ

　　・ ｅ‐ＰｈⅡまでは自社（海外）

　　・ それ以降は積極的にライセンスアウトし，新薬開発のスピードアップを図る

②共同開発に関する積極的な提携

３．成長加速を目指したＭ＆Ａの検討
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９

（２）外部資源の有効活用　アライアンス戦略

フランチャイズ領域強化・販売効率極大化フランチャイズ領域強化・販売効率極大化
　研究開発のスピードアップ　研究開発のスピードアップ

今
迄
の
成
果

メルク社

モ
ン
テ
ル
カ
ス
ト

リ
ザ
ト
リ
プ
タ
ン

Ｋ
Ｒ
Ｐ
２
９
７

ＢＭＳ社

ガ
チ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン

千寿製薬

ガ
チ
フ
ロ
点
眼
・
点
耳

バ
ク
シ
ダ
ー
ル
点
眼
液

ケ
タ
ス
点
眼
液

ベ
ス
ト
ロ
ン

今
後
目
指
す
戦
略
的
提
携

Ｐ＆Ｇ ｸﾞﾘｭﾈﾝﾀｰﾙ社

ガ
チ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン

大日本製薬

ク
ロ
ス
一
品

ガ
チ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン

科研製薬

ミ
ロ
ル
点
眼
液

小野薬品工業

Ｋ
Ｒ
Ｐ
１
９
７

佐藤製薬佐藤製薬

ク
ロ
ス
一
品

ペ
キ
ロ
ン
ク
リ
ー
ム

ＦＣ領域ＦＣ領域

製品ラインナップ 海外導出

ＫＲＰ－１９７

海外導出

Ｎ－５９８４

導　出

Ｎ－３３８９

アラガン社

ガ
チ
フ
ロ
点
眼

ク
ロ
ス
一
品

海外導出

ガチフロ点耳

ミ
ル
ト
ン
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基本戦略２　「創薬開発コストを生み出す効率経営」　　　　　　
（２）外部資源の有効活用　アライアンス戦略

１．販売効率の極大化を目指した提携強化

　 ①ＦＣ領域への製品ライン強化（ﾗｲｾﾝｼﾝｸﾞ，余剰ｷｬｯｼｭを活用した製品導入）　　

　　 ・開発品の手薄な耳鼻科，泌尿器科領域でのＰｈⅢ～申請／上市品について重点的な

　　 導入評価／検討

　 ②ＦＣ領域外商品への販売提携／委託／品目整理

　 ③売上の極大化を図る販売提携の推進

２．研究提携の推進による新薬開発のスピードアップ

　 ①海外導出による新薬開発のスピードアップ

　　 ・ ｅ‐ＰｈⅡまでは自社　

　　 ・ それ以降は積極的にライセンスアウトし，新薬開発のスピードアップを図る

②共同開発に関する積極的な提携

３．成長加速を目指したＭ＆Ａの検討
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基本戦略２　「創薬開発コストを生み出す効率経営」　　　　　　
（３）生産性向上　ローコストオペレーション戦略

１．技術や資源集中化，品目整理，アウトソーシング活用，提携等による　　

　　生産体制の見直し

　 　　　 ⇒原価率３０％の堅持

２．開発プロセスの改革による新薬開発のスピードアップと効率化

３．原薬のスケールアップ，製剤開発から製造移管，実生産までの効率の良い

　 ＣＭＣ一貫体制の確立

４．ＩＴ活用による新たな情報提供，販売の仕組みの確立による営業効率の向上

２０



２００２年３月期　　重点的事業展開

＜経営方針＞

　　　　「進化と創造：新たな企業価値の創出」
　　　　　　　－スピード＆チャレンジ－

＜基本項目＞

　　　１．新たな創薬研究体制基盤の構築

　　　２．大型新薬上市成功に向けたＦＣ戦略強化

　　　３．海外事業基盤の構築と積極的な事業展開

　　　４．生産性向上：ローコストオペレーションの推進　　　　

２１



２００２年度３月期重点事業展開ー基本項目ー

１．新たな創薬研究体制基盤の構築

　　①創薬研究本部の新設、社内外の資源を生かした基盤構築の推進
　　②国内外ベンチャーファンドへの投資を通じた外部創薬情報収集の仕組みづくりと評価体制の確立

２．大型新薬上市に向けたＦＣ戦略強化

　　①大型新薬上市成功、既存品の継続育成を成し遂げるＦＣ戦略の推進
　　②ＭＲの増強とＦＣ領域の深い専門知識の習得によるＦＣに強いＭＲの育成強化
　　③ＦＣ３科ターゲットの全軒訪問、シェア－・カバー率のアップ

３．海外事業基盤の構築と積極的な事業展開

　　①事業開発本部　新設による戦略的提携の積極的な推進
　　②ＦＣ領域強化に向けた製品導出入の推進
　　③Ｋｙｏｒｉｎ　ＵＳＡ，Ｉｎｃ．の設置による海外臨床の推進、海外業務提携の強化

４．生産性向上・ローコストオペレーションの推進

　　①新たな生産体制の方向性明示と、品質管理・品質保証体制の拡充によるクレームの低減
　　②新薬開発プロセスの見直し、アウトソーシングの活用、プロジェクト管理の強化、新しい仕組み
　　　の導入による新薬開発のスピードアップ

　　③各支店の庶務業務集中化（２統括支店）、ワークフローの導入によるＩＴ基盤の拡充等による
　　　間接部門のスリム化

　　④成果主義の浸透を含めた生産性向上に向けた人事戦略の検討

２２



備　　考

今回策定した中期経営計画「ＭＩＣ－’０５計画」に

示される事業および将来予測に関する各種数値は、

現時点における情報・環境分析などに基づくもの

であり、今後の経済状況、業界環境などにより、

変動することもあります。



＜海外＞
米国：メルク社より98年2月発売
欧州：98年1月発売（英国他）

世界初の１日１回投与LT受容体拮
抗剤。就寝前投与で喘息症状の管
理、ステロイド吸入剤との併用効果
が認められる。小児適応有。
（６歳以上）

米メルク社
万有製薬と
共同開発

気管支喘息
治療剤

キプレス錠１０
キプレス

チュアブル錠５
（小児用）

申請中
（00年1月）

選択性の高いβ３受容体作動薬｡高
血糖及び耐糖能、高インスリン血症
が改善すると共に血漿中TG、FFAを
低下させる。

日清製粉
同社と
共同開発

糖尿病治療剤
抗肥剤

Ｎ－５９８４
（錠）

＊ＰｈⅠ

肺炎（市中肺炎）の適応取得予定。自社合成抗菌剤ガチフロ注＊ＰｈⅠ

＜海外＞
米国：メルク社に導出（99年9月）

インスリン抵抗性改善作用と糖尿病
に伴う脂質代謝異常にも効果。

自社
万有製薬と
共同開発

糖尿病治療剤
ＫＲＰ－２９７
（錠）

ＰｈⅠ

＜海外＞
英国において現在ＰｈⅠ（ＣＲＯ活用）
＜国内＞
小野薬品工業と共同開発･販売契約締結

抗コリン作用が強く、口渇少ない。
自社

小野薬品と
共同開発

尿失禁治療剤
ＫＲＰ－１９７
（錠）

ＰｈⅡ

日本初のネイルラッカー製剤。
ロシュ
自社開発

爪白癬治療剤
ぺキロン

ネイルラッカー
ＰｈⅡ

５－ＨＴ3と５－ＨＴ4拮抗作用を併せ
持つ。

日清製粉
同社と
共同開発

制吐剤Ｎ－３３８９
（錠）

ＰｈⅢ

＜海外＞　
米国：ＢＭＳ社に導出
欧州：グリュネンタール社に導出
＜国内＞
大日本製薬と併売契約締結（2000年12月）

呼吸器感染症、特に肺炎球菌や、Ｐ
ＲＳＰを含む各種薬剤耐性菌にも効
果。経口で、注射並みの血中プロファ
イルを示す。

自社合成抗菌剤ガチフロ錠
申請中
（99年3月）

備　考特　徴起　源薬　効製品名・開発コード開発段階

主要開発品一覧　主要開発品一覧　（２００１年３月３１日現在）（２００１年３月３１日現在）
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導出入開発品の状況　導出入開発品の状況　（２００１年３月３１日現在）（２００１年３月３１日現在）

導　
　

出　
　
　

品

合成抗菌剤

日本国内における開発は万有製薬
が実施、独占的販売権は杏林製薬
が取得

メルク偏頭痛治療薬
ＰｈⅢ

（国内）

メルク社

日本では万有製薬
が開発中

リザトリプタン
導
入
品

日本、中国、韓国、台湾を除く全世界
における研究開発及び販売権を供与

自社糖尿病治療剤
ＰｈⅡ

（米国）
メルク社ＫＲＰ－２９７

日本における開発、製剤、及び販売
権を供与

ＰｈⅢ

（国内）
千寿製薬

日本、中国、韓国、台湾を除く全世界
における開発、製剤、及び販売権を
供与自社

ＰｈⅢ

（米国）
アラガン社

ガチフロキサシン
点眼液

申請中

（1999年12月）
グリュネンタール社

シェリング・プラウとコ・プロモーション
（2000年3月）

自社合成抗菌剤

発売

（1999年12月）
ＢＭＳ社

ガチフロキサシン

備　　考起　源薬　効開発段階導出入先開発コード
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新規事業の拡充　－新しい事業開発の現状－新規事業の拡充　－新しい事業開発の現状－

１．ビストナー事業ファンドの状況
　　・設 立　 　 ２０００年９月
　　・出資額　　 ５０億円（初年度計画　１０億円）
　　・対象領域　 「医薬品関連」「医療関連」「介護関連」「健康関連」

鶏肉用殺菌剤　　　　　　　　　１

有機汚泥処理システム（介護用トイレなど）の事業化　　１

訪問歯科診療の管理・運営　　　　　　１

投資先の事業内容投資件数

＜健康領域＞
食品
環境食品など

＜介護領域＞
施設経営
在宅介護サービス
関連製品など

＜医療領域＞
代替医療　再生医療
ＩＴなど

＜医薬品領域＞
ゲノム創薬　他

領　　域

投資案件　　

２５


